
 

 

会議録 

名称 平成２８年度９月富士見市図書館協議会 

開催日時 平成２８年９月１０日（土）午前１０時００分～１２時００分 

場所 中央図書館レセプションルーム 

出席者 

○図書館協議会委員 

 岩本喜直委員長  林文子委員（職務代理） 

 大澤茂和委員   渋谷八重子委員   野村富雄委員    

 本間雄一委員   山崎美晴委員 

 

○教育委員会生涯学習課 

 鳥海課長  古川主査  寳榮主事 

 

○図書館 

 清水中央館館長 朝倉副館長 

長谷川鶴瀬西分館長 

青崎ふじみ野分館長 

 

欠席者  佐藤千枝子委員 関根衣都美委員 山川亜紀子委員 

公開・非公開 公 開 

次第 

○報告・連絡事項 

 事業報告（図書館） 

 利用時間変更による利用状況について 

 閲覧席の利用状況について 

○協議事項 

 平成２９年２月図書館協議会の開催日について 

配布資料 

・図書館協議会９月定例会次第 

・各館活動報告資料 

・開館時間変更に関する評価（中央） 

・座席利用変更に関する評価（中央） 

・富士見市立図書館広報誌「さざなみだより」ほか 

会議録確認 岩本委員長 



 

 

議事内容 

１ 開会（清水館長・朝倉副館長） 

 

２ 委員長あいさつ（岩本委員長） 

 

３ 報告・連絡事項 

○各館からの活動報告 

 ＜中央図書館＞ 

 ・資料に基づき報告。特に夏休み期間の子ども向け事業について説明。 

 ＜鶴瀬西分館＞ 

 ・資料に基づき報告。特に学校連携事業について説明。 

 ＜ふじみ野分館＞ 

 ・資料に基づき報告。特に夏休み期間の子ども向け事業について説明。 

 【質疑応答】 

 委 員：中央図書館について、午前９時開館、「中央図書館の 100冊」企画展示、 

     子どもの手書きＰＯＰ等、随所に工夫が見られる。事業計画に基づいた 

     居心地の良い図書館作りへの工夫が見受けられた。 

 委 員：各行事について、せっかくの企画なので集客の工夫を。効率を考えた実 

     施ができるとよい。 

 図書館：今後は図書館外の行事等を把握し、重複しないように開催日程の工夫を 

     したい。 

 委 員：学校連携は今後も深めていきたい。行事の告知は学校でも行うと効果的 

     かもしれない。 

 図書館：中央図書館について、館の特徴として非常に面積が広いことが挙げられ 

     る。広いがゆえに、新しい本、良書が埋もれてしまい、探し辛いという 

     側面もある。委員からの意見にもあったとおり、今後も企画展示や分類 

     ラベルの変更等、相対的な見やすさの追求をしていきたい。 

 委員長：夏休み期間に多くのイベントが開催され、非常によかった。本を読む子 

     どもを育てるという図書館の目的に近づいているといえる。 

 

○ 中央図書館開館時間変更による利用状況について 

・清水中央図書館館長より資料に基づき説明。特に７月１日より中央図書館の開館 

 時間を９時半から９時へ変更した結果、入館者数・利用者数等の変化について説 

 明。 

 【質疑応答】 

 委 員：夏休み期間中、子どもたちだけでなく、年齢の高い層の利用も多く見受 

     けられた。夏休み終了後も定着した様子で、９月に入ってからも午前９ 

     時から利用者を多く見かける。大人が利用しやすくなっているといえる 



 

 

     のではないか。 

 図書館：以前は受験勉強の学生が多い印象であったが、最近は一般の大人も図書 

     館を使ってくれている様子が伺える。利用が急増する取り組みではない 

     ので、現段階で結論を確定できないが、今後も統計を出し効果をみてい 

     きたい。 

 委員長：試行の結果次第では、来年３月以降も継続してよいのではないか。 

 

○ 中央図書館閲覧席の利用状況について 

・清水中央図書館館長より資料に基づき説明。特に７月１日より中央図書館の座席 

 利用の変更による結果を説明。また、座席で飲料を飲む場合の変更に関する結果 

 についても説明。 

 【質疑応答】 

 委 員：飲料のルール変更について、氷の入った飲み物の音や、冷たい飲みもの 

     を置いたときにつく水滴の問題は出ていないか。 

 図書館：今のところそういった問題は起きていない。今後、発生した場合には対 

     処する。 

 委 員：座席でのノートパソコンの使用は認められているのか。 

 図書館：認められている。昨今では電源、Wi-Fi完備の専用席を設けた図書館も多 

     いが、富士見市においては導入されていない。ＩＴ化社会において、パ 

     ソコンの利用を制限することは妥当ではない。 

 委 員：キータッチの音などによるトラブルが発生する場合には、資料のコピー 

     サービスや、ららぽーとなどの近隣の施設を案内してもよいと思う。 

 図書館：そのようにしていく。いずれは専用席を設けることも考えたい。参考図 

     書や館内利用の郷土資料については、短期間で貸出をする事も検討して 

     いきたい。 

 委 員：市としての電力を個人の目的で使用する点についてはどうか。 

 図書館：数年前はそのような問題意識もあったが、現在電力はインフラであり、 

     トイレの水や照明と同じ扱いで考えられている。現状は、図書館でパソ 

     コンを使用する際の電源を用意していないが、今後は検討していく必要 

     があると考える。 

 委員長：図書館の意見に同意。図書館利用の本来の目的から大きく外れていない 

     限り、認めてもよいのではないか。個人のモラルに委ねてもよい部分も 

     ある。 

 図書館：利用者がそれぞれ自分で考えることも大切である。多くを規制する方針 

     はとらないでいきたい。 

 

 

 



 

 

４ 協議事項 

○ 平成２９年２月図書館協議会の開催日について 

  平成２９年２月４日（土）に決定 

 

５ その他 

 委員から 

・子どもの居場所づくりについて、図書館の状況確認 

・夏目漱石の没後１００年がメディアで取り上げられているので、図書館の企画展 

 示に盛り込むことの提案 

・富士見ビデオクラブによる渋谷定輔文庫映像資料のＤＶＤ化が完了した旨報告 

 

 生涯学習課から 

・からくり時計の修繕状況について報告 

・中央図書館の大規模修繕工事予定についての報告 

 

 次回会議について 

 次回は１１月１２日（土）午前１０時～１２時 

 

６ 閉会（林委員） 

 


